
　外部分析とは、企業の外部の関係者のニーズによって

企業から公表されたデータに基づいて実施される財務分

析であり、主な主体として①投資家、②株主、③銀行が

あげられる。①の投資家の分析目的は、企業の株式ある

いは債券を購入すべきか否かの投資意思決定の情報を得

ることである。②の株主の分析目的は、企業が適切な収

益力を保有しているか否か、あるいは自身の保有する株

式を売却すべきか否かの判断資料を求めることである。

③の銀行の分析目的は、企業が債務を返済していく能力

を有しているか否かの判断資料を得るためであり、短期

的には運転資本に目を向けた支払能力になるが、結局は

企業の収益力にも注視していくことになる。

　内部分析とは、経営管理者自らのニーズに基づく経営

分析であり、分析の主体としては①トップマネジメント

、②ミドルマネジメントがあげられる。①のトップマネ

ジメントの分析目的は、戦略的な経営意思決定を行うこ

とであり、客観的なデータに基づく分析資料が不可欠で

ある。②のミドルマネジメントの分析目的は、一定の範

囲内における意思決定を行うことにあり、ミドルマネジ

メントの管理資料としても有効である。
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